
平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日

九 州 地 方 整 備 局

2017年 （平成 29年） 九州管内港湾におけるクルーズ船寄港回数

● 11月までの速報値　前年同期比　34.3％増の 1,021回

九州クルーズレポート （１２月号）

・ 2017年 11月の九州管内港湾におけるクルーズ船寄港回数は、前年同月比 19.0％増の 75回。

・ 2017年 11月までの九州管内港湾におけるクルーズ船寄港回数は、前年同期比 34.3％増の 1,021回。

（単位：回）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
1～11月
合　 計

1～12月
合　 計

11月
1～11月
合　 計

1～12月
合　 計

外国船社 9 12 9 38 52 53 68 80 59 59 32 26 471 497 48 924 965

日本船社 5 1 7 5 5 8 15 7 1 20 4 1 78 79 25 456 489

計 14 13 16 43 57 61 83 87 60 79 36 27 549 576 73 1,380 1,454

外国船社 30 23 45 59 82 72 87 82 64 64 57 50 665 715 70 1,375 1,443

日本船社 3 0 8 9 11 5 11 5 8 29 6 4 95 99 34 529 574

計 33 23 53 68 93 77 98 87 72 93 63 54 760 814 104 1,904 2,017

外国船社 51 53 71 104 106 101 84 98 91 86 65 910 132 1,933

日本船社 3 0 16 11 17 4 9 3 6 32 10 111 82 671

計 54 53 87 115 123 105 93 101 97 118 75 1,021 214 2,604

外国船社 70.0 130.4 57.8 76.3 29.3 40.3 -3.4 19.5 42.2 34.4 14.0 36.8 88.6 40.6

日本船社 0.0 0.0 100.0 22.2 54.5 -20.0 -18.2 -40.0 -25.0 10.3 66.7 16.8 141.2 26.8

計 63.6 130.4 64.2 69.1 32.3 36.4 -5.1 16.1 34.7 26.9 19.0 34.3 105.8 36.8

出典：港湾管理者からの聞き取りに基づき九州地方整備局で作成

クルーズ船の
寄  港  回  数

九州管内　（山口県下関港を含む） 参考：全国
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【問い合わせ先】

国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部

クルーズ振興・港湾物流企画室長 河野 正文 （かわの まさふみ）

課長補佐 名里 健吾 （なざと けんご）

TEL：092－418－3340 （代表）

TEL：092－418－3379 （直通） FAX：092－418－3037

各港における１１月までの寄港回数（計：１，０２１回） ※寄港回数は平成29年12月1日現在の速報値であり、後日変更される場合があります。

港湾名 寄港回数 港湾名 寄港回数 港湾名 寄港回数 港湾名 寄港回数 港湾名 寄港回数

博　多 310 回 北九州 33 回 青　方 6 回 中　津 2 回 川内（平戸島） 1 回

長　崎 248 回 油　津 25 回 熊　本 4 回 三　角 2 回 湾 1 回

鹿児島 101 回 宮之浦 24 回 唐　津 3 回 宮　崎 2 回

佐世保 83 回 別　府 18 回 福　江 3 回 古仁屋漁港 2 回

八　代 64 回 名　瀬 13 回 郷ノ浦 3 回 平土野 2 回

下　関 56 回 細　島 11 回 西之表 3 回 小　浜 1 回



＜九州クルーズトピックス  （１１月）＞ 船の諸元に関する出典：海事プレス社「クルーズシップ・コレクション 2016・2017」

●鹿児島港に寄港した日本クルーズ客船 「飛鳥Ⅱ」の船内でクルーズセミナーと船内見学会を開催！

イタリアのコスタ・クルーズ社が運航するクルーズ客船「コスタ・アトランチカ」（総トン数85,619㌧）が、2017年11
月14日に下関港へ初寄港（山口県内でも初寄港）しました。11日に中国の天津港を出港し、博多港と下関港
へ寄港する5泊6日のツアーです。今年の夏、大型クルーズ船対応のため、新たな係船柱を岸壁に設置したことで、
これまで下関港に寄港したクルーズ船の中で最も長い全長約293mの同船が寄港可能となりました。
約2,500名の乗客たちは、62台のバスに分乗し、オプショナルツアーで下関市内の赤間神宮や唐戸市場などのほ
か、関門海峡を越えて北九州市内の小倉城や門司港レトロなどを訪れました。また、船内では初寄港を記念した
歓迎式典が行われ、船長へ入港記念の盾などが贈られました。
夕方には岸壁で下関の特産品販売が行われ、乗客たちは下関の土産品を買って乗船し、着地港である天津港
へ向けて出港しました。

飛鳥Ⅱ（鹿児島港）

● 伊クルーズ客船「コスタ・アトランチカ」が下関港に初寄港（山口県内でも初寄港）！

日本の郵船クルーズ株式会社が運航する「飛鳥Ⅱ」（総トン数50,142㌧）が、2017年11月2日に鹿児島港
へ寄港しました。鹿児島県、九州クルーズ振興協議会は、日本外航客船協会（JOPA）と共催で停泊中の同船
内にてクルーズセミナーと船内見学会を開きました。県民の方々にクルーズや港を身近に感じていただくため、運航会
社の御協力を得て実施されたもので、参加人数は一般枠130名でしたが、定員に対して倍くらいの応募があったと
のことです。
クルーズセミナーでは、船内や寄港地での過ごし方、ツアー予約方法等の基礎知識やお得な情報についての説明
があり、クルーズツアーの魅力を分かりやすく説明されていました。

クルーズセミナーの様子

初寄港を記念した歓迎式典の様子

下関市の三木副市長（写真右）から船長へ記念品贈呈

コスタ・アトランチカ（下関港）



「クルーズ振興」に関する情報提供HP

　●国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部

　●国土交通省 港湾局

http://www.pa.qsr.mlit.go.jp/cruise_report/cruise_report.html

http://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk4_000019.html
　　　→　日本国内のクルーズ振興に関する情報を公表しています。
　　　　　 我が国港湾のクルーズ客船等の動向や寄港回数のほか、
　　　　　 各地のクルーズレポートも確認できます。

　　　→　九州管内（下関港含む）のクルーズ振興に関する情報を
 　　　　　公表しています。公表済み「九州クルーズレポート」もこち
　　　　　 らから確認できます。

（参考） 九州管内港湾におけるクルーズ客船寄港回数と乗船客数 [１１月実績]

写真：長崎港

港湾名 寄港回数 乗船客数 港湾名 寄港回数 乗船客数 港湾名 寄港回数 乗船客数

博　多 27 回 79,711 人 八　代 6 回 23,875 人 宮之浦 3 回 1,412 人

長　崎 20 回 65,475 人 佐世保 5 回 5,464 人 油　津 2 回 7,731 人

鹿児島 8 回 12,294 人 下　関 3 回 7,262 人 名　瀬 1 回 441 人

※寄港回数及び乗船客数は、平成29年12月1日現在の速報値であり、後日変更される場合があります。

※乗船客数は、一部の港湾において概数表記されている場合があります。


